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令和４年（202２年）７月４日 

 

保 護 者 の 皆 様 へ 

 

枚 方 市 教 育 委 員 会 

 

「子ども一人ひとりに応じた支援・指導の充実」に向けた取組のご協力について（お願い） 

 

平素は、枚方市の教育活動の推進にご理解と、ご協力いただきありがとうございます。 

本市では文部科学省が示す GIGAスクール構想を受け、実現に向けて全市立小中学校の児童・生徒へ一人一台の

タブレット端末を配備（貸出し）し、学校・家庭など、様々な場面での活用を推進しているところです。 

つきましては、下記のとおり児童の気持ちの可視化及び SNS相談ができるアプリを用い、津田南小学校の児童を対

象に「ぽーち（仮称）」（（株）NTTデータ関西社製）のモデル運用を行いますので、ご理解とご協力をお願いします。 

 

記 

 

【目的】 

ＩＣＴを活用した、子どもが発するサインを逃さない仕組みづくりとして、子どもがより相談しやすくなる体制を整備し、

さまざまな子どもの課題について、未然防止、早期発見、早期解決できるようにするため。 

 

【ぽーち（仮称）の概要】 

〇児童の日々の気持ちの可視化 

・その日の気持ちを選択し、タブレットに登録 

〇児童による日々の気持ちの振り返り 

・児童がタブレットに登録された情報を客観的に振り返る 

〇教職員による児童の気持ちの変化の見守り 

・教職員が可視化された児童の心情の変化を把握 

・可視化された情報をもとに個別の実態を捉え、各々に応じた支援の実現 

〇学校外の大人への相談 

  ・枚方市教育委員会及び市の福祉機関の資格等を持った相談員が対応 

 

【モデル運用期間】（予定）  

・令和４年（202２年）７月～９月末 

 

 

問合せ先 

枚方市教育委員会 学校教育部  

児童生徒支援課（長岡・橋本） 

電話 050-7105-8048 

FAX 072-851-９３３５ 


